
別紙１

 1. 継続事業の前提に関する注記

「該当なし」

 2. 重要な会計方針
(1)固定資産の減価償却の方法
　①　建物
　　平成19年3月31日以前に取得したものについては旧定額法、平成19年4月1日以降に取得したもの
　については定額法によっている。

　②　その他の有形固定資産
　　平成19年3月31日以前に取得したものについては旧定額法、平成19年4月1日以降に取得したもの
　については定額法によっている。

　③リース資産
　　所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
　　　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっている。

(2)引当金の計上基準
　①　賞与引当金
　　職員に対する賞与の支給に備えるため、支給見込額のうち当期に帰属する額を計上している。

 3. 重要な会計方針の変更

「該当なし」

 4. 法人で採用する退職給付制度

(1)社会福祉施設職員等退職手当共済制度
　独立行政法人福祉医療機構の実施する社会福祉施設職員等退職手当共済制度に加入している。

 5. 法人が作成する計算書類と拠点区分、サービス区分
当法人の作成する計算書類は以下のとおりになっている。

　当法人の作成する計算書類は、以下のとおりになっている。
(1)法人全体の計算書類（第一号第一様式、第二号第一様式、第三号第一様式）
(2)事業区分別内訳表（第一号第二様式、第二号第二様式、第三号第二様式）
(3)社会福祉事業における拠点区分別内訳表（第一号第三様式、第二号第三様式、第三号第三様式）
(4)公益事業における拠点区分別内訳表（第一号第三様式、第二号第三様式、第三号第三様式）
(5)収益事業における拠点区分別内訳表（第一号第三様式、第二号第三様式、第三号第三様式）
　当法人では、収益事業区分を設けていないため作成していない。
(6)各拠点区分におけるサービス区分の内容
　ア　緑風福祉会　拠点
　　(社会福祉事業)
　　「本部」
　　「緑風園」
　　「特定施設入居者生活介護事業所」
　イ　いいざか花桃館　拠点
　　(社会福祉事業)
　　「24時間訪問介護看護　花桃館」
　　「花桃館　学童クラブ」
　　(公益事業)
　　「いいざか花桃館　サ高住」
　　「訪問看護ステーション　花桃館」

 6. 基本財産の増減の内容及び金額
基本財産の増減の内容及び金額は以下のとおりである。

(単位:円)

 7. 基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩し

「該当なし」

12,632,292

計算書類に対する注記(法人全体用)

基本財産の種類
土地
建物

合計

前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
5,862,349 5,862,349

306,730,867
312,593,216

319,363,159
325,225,508

0
0
0

0
12,632,292



 8. 担保に供している資産
担保に供されている資産は、以下のとおりである。                                 
　　　　　　土地（基本財産）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5,862,349円 
　　　　　　建物（基本財産）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　77,107,888円 
　　　　　　――――――――――――――――――――――――――――――――― 
　　　　　　　　計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　82,970,237円 
担保に供している債務の種類および金額は、以下のとおりである。                   
　　　　　　設備資金借入金（1年以内返済予定額を含む）　　　　　　140,893,482円 
　　　　　　――――――――――――――――――――――――――――――――― 
　　　　　　　　計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　140,893,482円

 9. 有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高
固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、以下のとおりである。

(単位:円)

10. 債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高
債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高は以下のとおりである。

(単位:円)

11. 満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益
該当なし

12. 関連当事者との取引の内容
該当なし

13. 重要な偶発債務
　
　「該当なし」

14. 重要な後発事象

「該当なし」

15. その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び純資産の状態を明らかにす
るために必要な事項

「該当なし」

構築物
車輌運搬具

基本財産
建物

当期末残高

小計
その他の固定資産
建物
建物附属設備

取得価額 減価償却累計額

389,434,556
389,434,556

7,293,888
器具及び備品
有形リース資産

小計
合計

541,125

160,313,591
549,748,147

82,703,689
82,703,689

5,274,956
862,875
1,734,418
6,507,173

125,594,270
1,404,000
6,409,466
8,975,806
10,636,161

306,730,867
306,730,867

120,319,314

449,142,267

2,741,281
781,488

17,902,191
100,605,880

4,675,048
2,468,633
7,894,880
6,512,400

142,411,400

38,445,774
38,445,774

事業未収金
合計

債権額 徴収不能引当金の当期末残高 債権の当期末残高
38,445,774
38,445,774

0
0



別紙２

 1. 重要な会計方針

(1)固定資産の減価償却の方法
　①　建物
　　平成19年3月31日以前に取得したものについては旧定額法、平成19年4月1日以降に取得したもの
　については定額法によっている。

　②　その他の有形固定資産
　　平成19年3月31日以前に取得したものについては旧定額法、平成19年4月1日以降に取得したもの
　については定額法によっている。

(2)引当金の計上基準
　①　賞与引当金
　　職員に対する賞与の支給に備えるため、支給見込額のうち当期に帰属する額を計上している。

 2. 重要な会計方針の変更

「該当なし」

 3. 採用する退職給付制度

　当法人で採用する退職給付制度は以下のとおりである。
　(1)社会福祉施設職員等退職手当共済制度
　　独立行政法人福祉医療機構の実施する社会福祉施設職員等退職手当共済制度に加入している。

 4. 拠点が作成する計算書類とサービス区分
当拠点区分において作成する計算書類は以下のとおりになっている。

　当拠点区分において、作成する計算書類は、以下のとおりになっている。
　(1)緑風福祉会拠点計算書類（第一号第四様式、第二号第四様式、第三号第四様式）
　(2)拠点区分資金収支明細書（会計基準別紙3（⑩））
　(3)拠点区分事業活動計算書（会計基準別紙3（⑪））

 5. 基本財産の増減の内容及び金額
基本財産の増減の内容及び金額は以下のとおりである。

(単位:円)

 6. 基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩し

「該当なし」

 7. 担保に供している資産

「該当なし」

 8. 有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高
固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、以下のとおりである。

(単位:円)

 9. 債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高
債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高は以下のとおりである。

(単位:円)

計算書類に対する注記（桑折緑風園拠点区分用）

基本財産の種類
建物

合計

前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
240,323,550
240,323,550

0
0

10,700,571
10,700,571

229,622,979
229,622,979

合計

取得価額

1,404,000
5,092,500
8,973,281
10,387,808

基本財産
建物

小計
その他の固定資産
建物附属設備
構築物
車輌運搬具
器具及び備品

小計

減価償却累計額 当期末残高

308,946,157
308,946,157

79,323,178
79,323,178

862,875
3,358,082
2,466,108
7,791,687

7,644,602
316,590,759

1,734,418
6,507,173
2,596,121

229,622,979
229,622,979

541,125

11,700,587
91,023,765

事業未収金
債権額 徴収不能引当金の当期末残高
17,443,434 0 17,443,434

14,157,002
237,267,581

債権の当期末残高



10. 満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

「該当なし」

11. 重要な後発事象

「該当なし」

12. その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び純資産の状態を明らかにす
るために必要な事項

「該当なし」

合計 17,443,434 0 17,443,434



別紙２

 1. 重要な会計方針
(1)固定資産の減価償却の方法
　①　建物
　　平成19年3月31日以前に取得したものについては旧定額法、平成19年4月1日以降に取得したもの
　については定額法によっている。

　②　その他の有形固定資産
　　平成19年3月31日以前に取得したものについては旧定額法、平成19年4月1日以降に取得したもの
　については定額法によっている。

(2)引当金の計上基準
　①　賞与引当金
　　職員に対する賞与の支給に備えるため、支給見込額のうち当期に帰属する額を計上している。

 2. 重要な会計方針の変更

「該当なし」

 3. 採用する退職給付制度

当法人で採用する退職給付制度は以下のとおりである。
（1）民間退職共済制度
　福島県社会福祉協議会の実施する退職共済制度に加入している。

 4. 拠点が作成する計算書類とサービス区分
当拠点区分において作成する計算書類は以下のとおりになっている。

当拠点区分において、作成する計算書類は、以下のとおりになっている。
　(1)いいざか花桃館拠点計算書類（第一号第四様式、第二号第四様式、第三号第四様式）
　(2)拠点区分資金収支明細書（会計基準別紙3（⑩））
　(3)拠点区分事業活動計算書（会計基準別紙3（⑪））

 5. 基本財産の増減の内容及び金額
基本財産の増減の内容及び金額は以下のとおりである。

(単位:円)

 6. 基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩し

「該当なし」

 7. 担保に供している資産

　「該当なし」

 8. 有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高
固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、以下のとおりである。

(単位:円)

 9. 債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高
債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高は以下のとおりである。

(単位:円)

11,142,171
11,142,171

2,675,813
4,324,503

債権の当期末残高
事業未収金

合計

債権額 徴収不能引当金の当期末残高
11,142,171
11,142,171

0
0

1,648,690
1,648,690

2,572,620
103,193

4,654,728

72,280
72,280

112,785
145,160
257,945
330,225

1,720,970
1,720,970

2,685,405
248,353
2,933,758

小計
その他の固定資産
建物
器具及び備品

小計
合計

125,346
1,648,690
1,774,036

基本財産
建物

取得価額 減価償却累計額 当期末残高

1,689,993
1,815,339

0
0
0

0
41,303
41,303

計算書類に対する注記（いいざか花桃館拠点区分用）

基本財産の種類
土地
建物

合計

前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
125,346



10. 満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

「該当なし」

11. 重要な後発事象

「該当なし」

12. その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び純資産の状態を明らかにす
るために必要な事項

　「該当なし」



別紙２

 1. 重要な会計方針
(1)固定資産の減価償却の方法
　①　建物
　　平成19年3月31日以前に取得したものについては旧定額法、平成19年4月1日以降に取得したもの
　については定額法によっている。

　②　その他の有形固定資産
　　平成19年3月31日以前に取得したものについては旧定額法、平成19年4月1日以降に取得したもの
　については定額法によっている。

　③リース資産
　　所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
　　　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっている。

(2)引当金の計上基準
　①　賞与引当金
　　職員に対する賞与の支給に備えるため、支給見込額のうち当期に帰属する額を計上している。

 2. 重要な会計方針の変更

「該当なし」

 3. 採用する退職給付制度

当法人で採用する退職給付制度は以下のとおりである。
（1）民間退職共済制度
　福島県社会福祉協議会の実施する退職共済制度に加入している。

 4. 拠点が作成する計算書類とサービス区分
当拠点区分において作成する計算書類は以下のとおりになっている。

当拠点区分において、作成する計算書類は、以下のとおりになっている。
　(1)いいざか花桃館拠点計算書類（第一号第四様式、第二号第四様式、第三号第四様式）
　(2)拠点区分資金収支明細書（会計基準別紙3（⑩））
　(3)拠点区分事業活動計算書（会計基準別紙3（⑪））

 5. 基本財産の増減の内容及び金額
基本財産の増減の内容及び金額は以下のとおりである。

(単位:円)

 6. 基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩し

「該当なし」

 7. 担保に供している資産
担保に供されている資産は、以下のとおりである。                                 
　　　　　　土地（基本財産）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5,862,349円 
　　　　　　建物（基本財産）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　77,107,888円 
　　　　　　――――――――――――――――――――――――――――――――― 
　　　　　　　　計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　82,970,237円 
担保に供している債務の種類および金額は、以下のとおりである。                   
　　　　　　設備資金借入金（1年以内返済予定額を含む）　　　　　　140,893,482円 
　　　　　　――――――――――――――――――――――――――――――――― 
　　　　　　　　計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　140,893,482円

 8. 有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高
固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、以下のとおりである。

(単位:円)

計算書類に対する注記（いいざか花桃館拠点区分用）

基本財産の種類
土地
建物

合計

前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
5,737,003

建物

77,349,616
83,086,619

0
0
0

5,737,003
75,459,198
81,196,201

基本財産

0
1,890,418
1,890,418

取得価額 減価償却累計額 当期末残高

78,767,429
78,767,429

122,908,865

小計
その他の固定資産
建物

3,308,231
3,308,231

5,162,171

75,459,198
75,459,198

117,746,694



 9. 債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高
債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高は以下のとおりである。

(単位:円)

10. 満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益
該当なし

11. 重要な後発事象

「該当なし」

12. その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び純資産の状態を明らかにす
るために必要な事項

　「該当なし」

小計
合計

構築物
車輌運搬具
有形リース資産

1,374,702
20,189

7,293,888
131,597,644
210,365,073

57,736
17,664
781,488
6,019,059
9,327,290

1,316,966
2,525

6,512,400
125,578,585
201,037,783

9,860,169
事業未収金

合計

債権額 徴収不能引当金の当期末残高 債権の当期末残高
9,860,169
9,860,169

0
0

9,860,169


